
令和３年６月１日 
建設事業者（元方事業者）  殿 

 
                         八王子労働基準監督署長  

 
 

Safe Work TOKYO 建設死亡災害緊急対策の実施について（要請）            
 
 

 平素より労働安全衛生行政の推進に御理解と御協力を賜り御礼申し上げます。 
さて、第 13 次東京労働局労働災害防止計画も４年目にさしかかり、最終年へ向け

て更なる安全意識の向上が求められる段階にあります。しかし、令和３年における東
京都内の建設業の死亡者数は、５月 19 日時点で 11 人、と前年同期（６人）に比べ５
人の増加が認められており、極めて憂慮すべき事態となっています。これら災害の内
訳をみると、死亡災害全体のうち 55％が墜落・転落によるものであり、基本的な災害
防止対策が十分に講じられていないことが懸念されます。 

また、当署管内におきましても４月末日時点で墜落による死亡災害は２件発生して
おり、本年の災害発生件数に減少傾向は認められておりません。さらに、当署は無資
格で移動式クレーンの運転を行わせた事業者及び無資格でドラグ・ショベルの運転を
行わせた事業者について、本年書類送検を行いました。 
 
 以上の状況を鑑み、東京労働局において「Safe Work TOKYO 建設死亡災害緊急
対策要綱」を定め、本年６月１日から同年７月 31 日まで緊急対策を実施致します。 
 さらに、この対策に係る取り組みの一つとして、当署管内の建設現場の元請事業
者様に対し、安全衛生管理自主点検の実施をお願いすることと致しました。 
 なお、作成いただいた自主点検表の内容につきましては、現場内に掲示していた
だく等により作業従事者の皆様へ周知徹底の程よろしくお願いいたします。 

 
 

（問い合わせ先） 
  八王子労働基準監督署 安全衛生課 
    Tel ：042（680）8785 
    Fax ：042（646）1524 



令和３年 月1日▶ 月31日 
東京労働局 八王子労働基準監督署 

取組期間 
建設死亡災害緊急対策 Safe wor ＴＯＫＹＯ 

[八王子労働基準監督署長メッセージ] 

 

   

          



     Safe WorkＴＯＫＹＯ 建 設 死 亡 災 害 緊 急 対 策 要 綱   
～ 急増する死亡災害の撲滅に向けた集中的取組 ～  

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和３年における東京労働局の建設業における死亡者数は、５月 19 日時点で 11 人と前年同期（６人）に比べ

５人増加しており、極めて憂慮すべき事態となっている。 

内訳をみると、死亡者数全体の 55％が墜落・転落によるものであり、基本的な災害防止対策が十分に講じられ

ていないこと、建設工事現場における安全衛生管理活動が低調になっていることが懸念される。 

このことから、建設業において急増する死亡災害の撲滅に向けた集中的取組として、建設工事現場に対する安全指導

を強化するとともに、都内の建設関係労働災害防止団体等を通じ、各傘下の建設事業者に対して、墜落・転落

防止を重点とした労働災害防止対策の強化の要請など各種の集中的取組を行うこととする。 

１ 趣旨・目的 

令和３年６月１日～７月３１日 

２ 取組期間 

（１） 東京労働局長による大規模建設工事現場に対するパトロールの実施 

（２） 各労働基準監督署による建設業に対する集中的取組の実施 

（３） 建設業労働災害防止協会東京支部 発注者 大手建設業者に対する緊急対策要請 

（４） 建設工事に対する現場指導の集中的実施 

（５） 建設業労働災害防止協会東京支部各分会との合同パトロールの実施（署） 

（６） 大手建設業者との連絡会議の開催 

（７） 建設工事関係者(公共工事発注者等)連絡会議の開催 

（８） 局幹部と建設業労働災害防止協会東京支部との合同による緊急対策確認パトロールの実施 

（９） 広報の実施 

（10） 建設事業者が行う実施事項に係る指導援助 

３ 東京労働局・労働基準監督署の実施事項 

（１） 「Safe WorkＴＯＫＹＯ建設死亡災害緊急対策要綱」の会員事業場、関係業者等への周知、取組要請 

（２） 上記３の実施事項への支援、協力 

（３） 会員事業場等に対する安全衛生活動の指導、援助 

（４） 現場パトロール等の実施、支援 

４ 労働災害防止団体、発注者等関係機関の実施事項 

（１） 「Safe WorkＴＯＫＹＯ建設死亡災害緊急対策要綱」の関係労働者等への周知 

（２） 店社パトロールの実施強化（施工現場に対する集中的安全総点検の実施） 

（３） 施工現場における統括管理の強化及び墜落・転落防止対策の徹底等 

① 統括安全衛生責任者による現場巡視の励行と安全総点検、施工計画段階におけるリスクアセスメント

と作業開始前の危険予知活動の的確な実施、新規入場者等に対する安全衛生教育の強化など安全衛生

管理の強化 

② 高所作業自体が少なくて済む工法の採用、墜落・転落危険場所における有効な作業床の設置、作業床

の設置が困難な場合における防網の設置及び墜落制止用器具の使用徹底 

③ 足場における墜落防止措置及び物体の落下防止措置、より安全な措置の徹底及び的確な強度検討 

④ 脚立等使用時における適切な用具の選定と適正な使用に係る関係労働者への教育の実施及び安全な作

業手順の遵守徹底 

⑤ 熱中症予防対策における３管理（作業環境管理・作業管理・健康管理）の徹底等 

５ 建設事業者（元方事業者）の実施事項 

東京労働局では、集中的取組の実績等結果について公表を行う。 

６ その他 

東京労働局・八王子労働基準監督署 



 
Safe WorkＴＯＫＹＯ 建 設 死 亡 災 害 緊 急 対 策  

急増する死亡災害の撲滅に向けた集中的取組（自主点検） 
 

建設現場における死亡災害の撲滅に向け、東京労働局・八王子労働基準監督署が提唱する
緊急対策の趣旨に則り、集中的取組期間（R3.6.1-7.31）に、以下の取組を進めます。 

 
 

八王子労働基準監督署 安全衛生課あて（FAX：042-646-1524） 

 
現 場 名  
元方事業者名  
事業者職氏名 
（ 所 長 名 ） 

 

一． 建設現場における死亡災害を撲滅するための現場所長メッセージ（安全宣言） 
 
 
 
一． 店社パトロールの強化（施工現場に対する集中的安全総点検の実施） 
 
 
 
一.  施工現場における統括管理の強化及び墜落・転落防止対策の徹底等 
① 統括管理体制の強化（統責者による現場巡視の励行と安全総点検、施工計画時ＲＡと作業開始前ＫＹの的

確な実施、新規入場者教育等の強化など） 
 
 
 
 

② 高所作業自体を無くす、減らす対策 →有効な作業床の設置 →防網設置、墜落制止用器具の使用徹底 
 
 
 
 

③ 足場からの墜落防止／物体の落下防止措置の徹底（より安全な措置の採用、的確な強度検討） 
 
 
 
 

④ 脚立等の適正使用の徹底（適切な選定、適正使用、教育の実施、安全作業手順の遵守） 
 
 
 
 

⑤ 熱中症予防対策における３管理（WBGT 値の活用による作業環境管理・作業管理・健康管理）の徹底等  
 
 
 
 

F A X 送信 → キリトリ → 掲 示 


